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　「ハゲタカ」という言葉に代表されるように，
日本では長らくM＆Aがネガティブなイメージ
で捉えられてきた。一方，国内におけるM＆A
の件数は着実に伸びている。ある統計によると，
1985年には500件に満たなかったM＆Aは，2017
年には3,000件以上に増加しているのだ。約 6倍
以上の増加率ではあるが，この数字でさえM＆
Aの実態を正確に捉えているとは言えないだろう。
　なぜなら，現在，最も増加していると思われる
のは，統計に表れない中小零細企業のM＆A，す
なわちスモールM＆Aであるからだ。

統計に表れない  
スモールM＆Aの増加

　M＆Aの統計を取るのは簡単なことではない。
株主に対する説明義務を持つ上場企業や影響の大
きな大企業を除く多くの企業は，取引先や関係者
の動揺を恐れ，積極的に公表しようとしないから
だ。特に中小零細企業のスモールM＆Aはほと
んど公表されることはなく，統計にもカウントさ
れない。しかし今，最も増加しているのがそのよ
うなスモール企業同士のM＆Aと言われている。
　それでは統計に表れないスモールM＆Aとは
どのようなものか？　弊社が携わった事例を1つ，

ご紹介しよう。
　K社は創業60年を誇る水道工事会社である。創
業者である前社長が急成長させ，一時期には従業
員50名と地元では大手の工事会社であった。しか
し，15年前に前社長が病気で急逝。後継ぎのいな
い同社を継続させるため，社長夫人であるK夫人
が経営を引き継いだのである。
　その後，景気の低迷と共に同社の経営も悪化し
た。当初はK夫人に好意的だった取引先や従業員
も次第に離れていった。売上も低迷し，3年前か
ら債務超過へと陥っている。58歳で経営を引き継
いだK夫人も現在73歳。体力も落ちてきた。
　K夫人から金融機関を通じて弊社にM＆Aの
依頼があったのが，その頃である。調べてみると，
K社の経営の厳しさは予想を超えたものだった。
債務超過と慢性的な赤字体質，高齢化著しい社員。
引受先にアピールできる良いところは一つもない
ように思えた。
　しかし，ほどなく，ある企業がK社の買収に名
乗りを上げた。K社の下請けを務めるM社であ
る。従業員8名のスモール企業ではあったが，若
い後継者のいる活気のある会社だった。
　実は，M社の課題は下請けからの脱却である。
その点，K社は公共工事への参入資格があるうえ，
細ってはいるものの地元大手企業とのパイプも多
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